
 

 

報道関係各位 
2024 年 7 ⽉ 26 ⽇ 

株式会社 PR TIMES 

ビジネスセミナー×ファイターズ応援＠エスコンフィールド HOKKAIDO

第 2 弾は日経 磯貝氏が企業・経営者の発信力を語る 
- エスコンフィールド HOKKAIDO で開催するセミナーと試合観戦を現地招待、オンライン配信も決定 - 

 

プレスリリース配信サービス「PR TIMES」等を運営する株式会社 PR TIMES（東京都港区、代表取締役：⼭⼝
拓⼰、東証プライム：3922）は、2024 年の北海道⽇本ハムファイターズオフィシャルスポンサーに就任し、球
団本拠地エスコンフィールド HOKKAIDO のスペシャルシート「バッターズアイラウンジ by PR TIMES」の提供
を今シーズンより開始いたしました。そして、この「バッターズアイラウンジ by PR TIMES」で北海道⽇本ハム
ファイターズの試合観戦しながら、広報 PR を学ぶビジネスセミナーをセットで開催する特別イベントに北海道
事業者の皆様を招待いたします。 

第 2 回は 7 ⽉ 31 ⽇（⽔）に開催し、広報 PR セミナーには⽇本経済新聞社 NIKKEI Prime（⽇経プライム）を
統括する磯⾙⾼⾏⽒の登壇が決定いたしました。 

 
申し込みフォーム https://tayori.com/f/fighters002/ 

Press Release 



 

 

北海道で開催する広報 PR セミナーと広報交流イベント 
 

情報発信を通じた販路の拡⼤、丁寧なコミュケーションで新たなファン創出など、広報 PR は地域事業者の成
⻑に寄与でき、地域経済の活性にもつなげられると当社は信じています。本イベントは、今年 6 ⽉ 28 ⽇に杉村太
蔵⽒に登壇いただき第 1 回を開催しました。参加者からは「広報や PR に関するイベントはウェビナーが多く、
北海道からリアルな参加が叶わなかった」「業種・業態の違う広報担当者との交流は貴重な機会」など、北海道
で地元の広報担当者を集める本イベントに価値を感じていただけたものと考えています。 

 
7 ⽉ 31 ⽇に開催する第 2 回では、⽇本経済新聞社の磯⾙⾼⾏⽒にご登壇いただくことが決定しました。⽇本経

済新聞で記者や経営企画室などを担当した後、⽇経ビジネス編集⻑に就任、今年からは NIKKEI Prime 担当⻑を務
めていらっしゃいます。新聞、雑誌、Web と、各種のメディアで取材されてきた磯⾙⽒だからこそお伝えできる
企業・経営者の発信⼒やメディアと広報の付き合い⽅などリアルな内容を予定します。さらに、交流会にも⼀部
ご参加いただきます。北海道事業者の皆様は、ぜひこの機会に現地でご参加を検討ください。 

 
⽇経新聞・⽇経ビジネス・NIKKEI Prime 多くの企業の取材から企業・経営者の発信⼒を語る 
 

開催⽇程 ：2024 年 7 ⽉ 31 ⽇（⽔）16 時 00 分〜試合終了まで  
（セミナーは 17 時〜17 時 45 分までとなります）  

タイムスケジュール： 
16 時 00 分〜16 時 45 分 集合＆事前交流 
17 時 00 分〜17 時 45 分 磯⾙⽒による広報 PR セミナー 
18 時 00 分〜      交流会＆試合観戦（冒頭磯⾙⽒も参加します） 

開催場所 ：エスコンフィールド HOKKAIDO  
定員   ：現地参加は最⼤ 30 名  
参加資格 ：北海道内の事業者（オンラインは全国から参加いただけます）  
参加費  ：無料  
申し込み ：以下のリンクより 

    https://tayori.com/f/fighters002/ 
締め切り ： 7 ⽉ 30 ⽇（⽕）17:00 まで 

※応募多数の場合、当社サービス利⽤状況等を元に判断させていただきます。 
 
磯⾙ ⾼⾏（いそがい たかゆき）⽒ プロフィール 

1970 年、新潟県出⾝。京都⼤学⽂学部卒、1993 年⽇本経済新聞に⼊社。電機、
通信、素材、運輸、建設・不動産などの業界で主要企業を取材。ニュースを追いか
けつつ、経営者の⼿腕や成⻑戦略などの分析に⻑く携わる。その後、デジタル部⾨
や経営企画室を経て、2021 年 4 ⽉から⽇経ビジネス編集⻑。24 年 4 ⽉より、AI や
⾃動運転、脱炭素など、特定のテーマごとに深堀りした分析や最新動向を伝える専
⾨メディア「NIKKEI Prime (⽇経プライム)」シリーズを統括している。趣味は阪神
タイガースの応援とニホンミツバチの養蜂。⻩⾊と⿊が好き。 

 
バッターズアイラウンジ by PR TIMES について 
クラフトビール醸造レストラン「そらとしば by よなよなエール」地下のセンタ

ーフェンス内にある最⼤ 10 名まで利⽤可能な特別な専⽤ラウンジ。フェンス際の
迫⼒あるプレーを選⼿と同じ⽬線で体感できます。また、そらとしばスペシャル
オードブル（10⼈分）とそらとしばのドリンク 7ℓをセットで提供しています。  

2024 年シーズンより PR TIMES が提供スポンサーに就任し、「バッターズアイラ
ウンジ by PR TIMES」となりました。 

6/28 開催、杉村太蔵⽒を講師に招いた第 1 回開催         7/16 開催、Tayori ユーザー向けに開催した試合観戦の様⼦ 



 

 

ビジネスセミナー×野球観戦をエスコンフィールド HOKKAIDO で開催 
2024 年より PR TIMES は北海道⽇本ハムファイターズ

のオフィシャルスポンサーに就任しました。球団本拠
地であるエスコンフィールド HOKKAIDO の会場を使⽤
して、北海道事業者の皆様へ広報 PR をもっとよく知
り、もっと活⽤したいと思ってもらえるコンテンツを
お届けする広報 PR セミナーと特別な席でのファイター
ズ戦観戦を通じた交流会を開催します。 

 
北海道⽇本ハムファイターズは、2004 年に北海道を

本拠地にし、道内初のプロ野球球団として地域に愛さ
れてきました。2023 年にオープンした新球場である
「エスコンフィールド HOKKAIDO」は、初年度の来場
者数346万⼈にのぼり、宿泊、飲⾷、鉄道など周辺地域
はもちろん道内の経済にも好影響を与えています。そ
んな地元のチームを愛するファンの皆様だからこそ、広報 PR が持つ地域の活性に貢献できる可能性を知ってい
ただくことで、広報 PR をさらに活⽤しようと考えていただけると考えています。 

当社は 2024 年シーズン、北海道⽇本ハムファイターズに加え、福岡ソフトバンクホークスのオフィシャルス
ポンサーに、阪神タイガースのサポートカンパニーに就任しています。 

 
株式会社 PR TIMES について 

 
PR TIMES（読み：ピーアールタイムズ）は、「⾏動者発の情報
が、⼈の⼼を揺さぶる時代へ」をミッションに掲げ、「⾏動者」
のポジティブな情報がニュースの中⼼となり、個⼈を勇気づけ前
向きにする社会の実現に挑んでいます。私たちは⼈の⾏動や頑張
りの結晶を、その想いを紡いで発表するのがプレスリリースだと
考え、企業規模を問わず「⾏動者」が⾃ら発信できる、PR の⺠
主化を⽬指して事業を展開しています。プレスリリース配信サー
ビス「PR TIMES」の利⽤企業社数は 9 万 7000 社を超え、国内上
場企業の 58％超に利⽤いただいています。情報収集のため会員
登録いただくメディア記者 2 万 6000 ⼈超、サイトアクセス数は
⽉間約 9000 万 PV、プレスリリース件数は⽉間 3 万 4000 件超、
累計で 100 万件を超えています。全国紙 WEB サイト等含むパー
トナーメディア 250 媒体以上にコンテンツを掲載しています（2024 年 5 ⽉時点）。 

他にも、ストーリーで伝える「PR TIMES STORY」、動画で伝える「PR TIMES TV」、PR 活動の設計から実⾏まで伴⾛する
PR パートナー事業、アート特化型の PR プラットフォーム「MARPH」、「isuta」「STRAIGHT PRESS」等のニュースメディア
事業で、情報発表とその伝播を⽀援する他、⽣まれた企画が発表に⾄るまで前進できるよう⽀えるタスク・プロジェクト管理
ツール「Jooto」、さらに発表後のお客様対応や情報整理を円滑に⾏えるカスタマーサポートツール「Tayori」など、「⾏動
者」を⽴体的に⽀える事業を運営しています。 

また⼦会社には、スタートアップメディア「BRIDGE」を運営する株式会社 THE BRIDGE、ソフトウェア受託開発を⾏う株式
会社グルコース、SNS マーケティング⽀援の株式会社 NAVICUS があります。 

 
【株式会社 PR TIMES会社概要】 

ミッション：⾏動者発の情報が、⼈の⼼を揺さぶる時代へ 
会社名  ：株式会社 PR TIMES  （東証プライム 証券コード：3922） 
所在地  ：東京都港区⾚坂 1-11-44 ⾚坂インターシティ 8F 
設⽴   ：2005 年 12 ⽉ 
代表取締役：⼭⼝ 拓⼰ 
事業内容 ：- プレスリリース配信サービス「PR TIMES」（https://prtimes.jp/）の運営 

- ストーリー配信サービス「PR TIMES STORY」（https://prtimes.jp/story/）の運営 
- クライアントとメディアのパートナーとして広報・PR ⽀援の実施 
- 動画 PR サービス「PR TIMES TV」（https://prtimes.jp/tv）の運営 
- アート特化型オンライン PR プラットフォーム「MARPH」（https://marph.com/）の運営 
- カスタマーサポートツール「Tayori」（https://tayori.com/）の運営 
- タスク・プロジェクト管理ツール「Jooto」（https://www.jooto.com/）の運営 
- 広報 PR のナレッジを届けるメディア「PR TIMES MAGAZINE」（https://prtimes.jp/magazine/）の運営 
- プレスリリース専⽤エディター「PR Editor」（https://preditor.prtimes.com/）の運営 
- Web ニュースメディア運営、等 

URL    ：https://prtimes.co.jp/ 


